
「配線系統図【設定】.xls」：配線系統図作成の設定ファイル（以下、設定ファイル）

【配線系統図設定ファイルの使用方法】

０．配線系統図DXF変換作業の基本的スタンス

●「配線系統図DXF変換」機能を実行し、出力されたDXFをCADで開き、
必要な編集(変更)を行ない、完成させる

１．設定ファイルを編集して上記の”必要な編集”をより少なくする

２．その後、配線系統図DXF出力を再実行し、DXFを開き確認

３．１、２を繰り返す

【主な設定項目】

・「変換オプション」シート ※シート右側に各項目の説明(例)が載っています。

記載追加項目
・「配線No」、「備考」、「図面タイトル」を出力するかをチェック

レ

レ

1

※水槽液位11を１つにして
　計装のシンボルにする

※現場操作盤の亘りを１筆にする



レ

レ

2

※至の各盤をまとめる

※同じ自至の配線をまとめる



レ

3

※自の盤をまとめる



レ

レ

4

※現場操作盤の配線を下に移動して
　まとめる

※現場操作盤を１つにして配線をＵ字型にする



レ

レ

レ

5

※配線を並び替えて１直線にする

※配線を並び替えて１直線にする

※接地線、電線管の配線を下に移動する



作図開始配線高さ
(左段、右段)

作図終了高さ(右段)

作図終了高さ(左段)

レ

6

①

②

③

①

②

③

（エクセル）

※現場操作盤を１つにして１直線にする

※右下図枠を考慮

※左下図枠の場合に変更

※上部図枠の場合に変更

※配線の入れ替えを確認するためのエクセルファイル



・「容量と改ページ等の設定」シート ※負荷容量の記載や改段、改ページの設定などがあります。

① 負荷容量

② 改段、改ページ

7

M-1

①

②

①

②

※至の記号が"M"の場合、容量に"15"が入る
※至の記号が"E"の場合、容量に"10kW"が入る

※自記号が"CC-2"、至記号が"M-1"の配線はすべて改段する

※自名称が"接地端子箱"を含み、至記号が"EA"で名称が
　"Ａ種接地極"を含む場合は改ページする



③ 改盤

④ 改行、Ｕ接続禁止

8

※上記入力が無ければ、破線部の位置に作図
※上記入力があれば実践部の位置に作図

※指定した自至で改行(1～10)を変更できる
※Ｕ字の配線接続を禁止する



・「自盤」シート ※自盤の配置位置を指定します。
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9

２

３

２

※指定した条件の
　負荷を指定した
　列に作図する

　例）
　C/C：2列目
　Ry盤：3列目



・「至図形」シート ※至負荷の図形を指定します。

10

入力不可
①

②

②

①

※指定した条件の至負荷を
　風船で作図する

※指定した条件の至負荷を指定した文字列で
　計装(発信器)のシンボルで作図する



11



・「区切文字」シート ※盤名称文字列の改行位置を指定します。

12

入力エリア

※"0V系統"の後ろで改行する

※"("の手前で改行する

※"二次"の手前で改行する



13

※"4"の後ろで改行する

　例）
　より上の行が優先のため、"3"より"4"を
　優先とする
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